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恒1emethod which analyze七，hepedestrian movemen:七 usinga 3D Image Projection SlIs七emis discussed in 
this paper. We referred to the distance be古weena point of pedestrian of st町 tingavoiding maneuver阻 dapoint 
of a standing obstacle as Sx. Sx was measured for each test subjects. 
The results are summarized as follows: 
Sx is smaller in the case of a non-an:imate objects as an obstacle七hanin the case of a forward-looking， 
sta七ionarypedestrian. 
Sx is inf1uenced by the width of obstacle in comparison wi七hthe character目






















































実験日時:1999 ij三 11 月 ~2000 年 1 月
実験場所:愛知工業大学7号館計画実験室(図 3)



































V=L/ t [m/s 1 
S=L-V'T [m1 
-カメラの移動距離:L [m1 (人 30m、物 25m)
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障害物 人 1 物 1
サンプル数 120 120 
本研究 回避距離 (m) 9. 83 8. 96 
標準偏差 3. 1 0 2. 78 
サンプル数 36 60 
既往研究 回避距離 (m) 8. 84 7. 34 
標準偏差 3.旦3 I 3. 41 
障害物 人 l 物 1
被験者(歩行者) 興 女 男 女
サンプル数 69 51 69 61 
本研究 回避距離 (m) 9. 1 9 10. 79 8. 93 9. 11 
標準偏差 2. 59 3. 46 2. 29 3. 36 
サンプル数 35 16 23 11 
既往研究 回避距離 (m) 8. 84 7. 39 7. 34 6. 76 
L-ーーーーーー 標笠置差 3. 03 4. 20 3. 41 3. 5 3 
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人 l 人〈並列) 物 1 物 2
(m) 障害物:人 1 (m) 障害物:人 2 (m) 障害物:物 1
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4・1 前方回避距離の平均 9，19m(n=69)、女性の場合は 10，79m(n=51)で、検定の結
図7、表3は、各実験における前方回避距離の平均値 果により男女聞には危険度1%で有意差がみられる。
と分散を示したものである。!以下に障害物別の比較を行 ・障害物が<人 1>(女性)で、被験者が男性の場合は
う。 8，62m(n=69)、女性の場合は 9，69m(n=51)で、約 1mの
・<人 1>と<物 1>では、図7に示すようにそれぞれ 差が見られるが、検定の結果によると有意差はみられな




.<人(並列)>と<物 2>ではそれぞれ 11，23m、10，98m れない。
で、ほとんど差は見られない。
186 愛知工業大学研究報告、第 35号E、平成 12年、 Vo1.35-B、Mar.2000
5 考察 いてはさちなる分析が必要である.











































直接との傾向が出たと推察されるa しかしながら、 5・1 4)水沢利行・村上裕次森田敦 映像立体視プロジェ
でも触れたように、障害物が女性で被験者が男性の場合 クションシステムを用いた歩行者の回避行動に関する
には人と物との差は見られないように、性別の影響につ 研究、愛知工業大学卒業論文、 1999
(受理平成12年3月18日)
